
事業概要等 

１ 事業概要 
 （１） 目的 
    認可保育所を利用していない親子に保育所を開放し、定期的な保育所体験を通じて、 
   保育所入所児童との交流、児童の発達状況の確認、保護者への相談・助言を通じて、  
   認可保育所を利用していない家庭の支援を行う事業。 
 
 （２） 事業内容 
   【事業実施のイメージ】 
   

認可保育所を利用していない親子 認可保育所 

保育所訪問 

保育所の行事
に参加 保育士による

育児相談 

看護師による 
健康・発達相談 

栄養士による
栄養相談 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【具体的な事業内容①】 

 

  

  

〔効果〕 
  児童と保育所入所児童の関わりから 
    ・子ども同士の関係作りを習得   →児童の発達を促進 
    ・地域の子ども同士が顔をあわせる→地域における子ども同士のつながりを構築 

 
  児童と保育士の関わりから 
    ・行動見本の提示（子どもへの効果的な声かけ、子どもの発するサインの理解など） 
                          →保護者の子育て力向上  

 〔内容〕 
  児童と保育所入所児童・保育士の交流 
    ・保育所の行事に児童が参加 （プール、運動会、クリスマス会など） 
    ・保育室や園庭で、児童と入所児童・保育士が遊ぶ 
 

○利用者の声 
  ・子どもの友達が増えたため、外遊びをする機会が増えた。 
  ・リズム遊びのように、家では行わない遊びを経験させることができた。 
  ・近所の子ども達と日常的に声をかけあうようになり、保育所体験を機に地域での関係ができた。 
  ・保育所に入所申込をしたが、入所できなかったので利用した。保育士がいるので、安心して園庭で遊び、  
  他児と接することが出来る点が良かった。 
 
  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【具体的な事業内容②】 

 

  

  

〔効果〕 
  ・保育所の様子を体感する。保育所利用に関する相談をする。 
    →保育所利用に対する不安が軽減され、育児休業から復職後の保育所利用が円滑に 
 
  ・栄養士による離乳食・幼児期に必要な食事の指導 
  ・保育士による育児相談や、看護師による発育状況の確認やアドバイス 
    →専門職による助言・指導により、育児負担軽減、発育状況にあわせた適切な養育 

 〔内容〕 

  育児・保育所利用に関する相談 
    ・育児休業中の保護者が、復職後の保育所利用を相談 

    ・育児相談（離乳食・幼児期の食事・児童の発達・育児全般に関する相談）   

○利用者の声 
  ・保育所体験に参加した保育所に入所した。保育士と保護者・児童との関係ができていたので、入所後の 
   保育所とのコミュニケーションがスムーズだった。 
  ・ 保育所を体験し、保育士の対応や雰囲気が良かったので、保育所への入所を決めた。 
  ・保育士や先輩ママに、子どもの接し方のノウハウを聞くことができた。 
  ・看護師が身体測定を実施し、相談を聞いてくれるので、子どもの発達状況が良くわかった。 



（３）実施要件等 
  【事業実施主体】 
   市町村又は保育所を経営する者 

 
 【実施日・回数】 
  ・年１２回以上（原則月１回以上） 
  ・実施日の制限なし（対象者が利用しやすい日を設定、土日祝日も可） 

 
 【事業実施の流れ】 
  ①事業実施計画の作成 
   ・保育所から市町村へ、事業の実施計画を提出 
   ・市町村が実施計画を確認し、要綱に即した計画であれば事業対象とする 
  ②広報 
   ・広報誌や掲示板への掲載、母子手帳配付時や１歳６ヶ月検診時を利用し、 
    事業の周知 
  ③保育所体験の実施 
   ・保育所に来所した親子に対する子育て支援を実施 

 
 【補助率・補助基準額】 
   ・補助率１／３ 負担割合：国１／３、都道府県１／３、市町村１／３ 
                国１／３、指定都市・中核市２／３ 
   ・補助基準額   ８４８千円（１事業あたり年額） 

  
 【会計区分】 
   ・年金特別会計（子どものための金銭の給付勘定）※事業主拠出金が財源 



２ 現状 
  
（１） 予算の執行状況等  
  ○平成２３年度執行額 ２１５百万円 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ○平成２１年度予算執行調査（財務省）の結果を受け、平成２２年度の予算規模を圧縮。 
     （予算額） 
      ２１年度：２５３百万円  →  ２２年度：２２９百万円（▲２４百万円） 
 
   
 

予算額・執行額推移 

  ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 

  予算額 ２５３  ２２９  ２２９  ２４８  

  執行額 １５９  ２０４  ２１５   

  執行率 ６３％ ８９％ ９４％  

（単位：百万円） 

100 

150 

200 

250 

300 

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

予算額と執行額

予算 執行

（単位：百万円） 



  
（２） 事業実績  
  ○平成２３年度 事業実施保育所数 １，０９６カ所 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
   
 

実施保育所数推移 

（単位：１カ所） 

  ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 

  当初見込 ９００  ８１０  ８１０  ８７６  

  事業実績 １，００７  １，０３２  １，０９６   

  実施率※ １１２％ １２７％ １３５％  600 
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 （単位：カ所） 

※実施保育所１か所あたりの事業費が補助基準額（８４８千円）より低いため、事業実施か所数が当初の見込みを 
上回っても、国庫補助額は予算内に収まっている。 
    Ｈ２３予算：８４８千円×  ８１０か所×補助率１／３＝２２９百万円 
    Ｈ２３実績：５８８千円×１，０９６か所×補助率１／３＝２１５百万円 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（参考：平成２３年度の地域別交付内訳） 

  
実施保育所数 

 
（カ所） 

執行額 
 

（千円） 

１カ所あたり 
国庫補助額 
（千円） 

１カ所あたり 
総事業費※ 
（千円） 

北海道・東北 89 14,956 168 504 

関東・甲信越 416 78,559 189 567 

東海・北陸 79 21,363 270 811 

近畿 298 63,277 212 637 

中国・四国 149 31,526 212 635 

九州 65 5,002 77 231 

合計 1,096  214,683 196 588 

        ※総事業費＝国庫補助額×３ 


